
市木地区は浜田市旭町の南側に位置する山あいにあります。広島県との県境にそびえる「天狗石山」は、標高1191.8ｍ
と浜田市内で最も高い山です。また、「三ツ石山」には広島、浜田、津和野各藩の境界を定めた石があり、広島側から登山
道を利用して登ることもできます。
「来尾（きたお）の棚田」は有名で、中でも200年以上前に築かれた「森田屋の棚田」は、現在も作付けが行われており、平
行階段状の美しい風景を望むことができます。
地区内を流れる「八戸川」では、毎年アユ・ヤマメ・ウナギの稚魚放流を実施。アユの餌となる良質な苔や急流が多いこと
から、身が引き締まり味わい深く美味しいと評判のアユが釣れ、県内外から多くの遊漁者が訪れています。

棚田風景が美しい
自然豊かな里

小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。
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2022年の高齢化率は60%を超え、小学
生が一人もいないというまさに少子高齢
化に直面している地域です。
地域住民が興味を持って参加してくれる
ような事業を企画するなど、地域活動の
拠点となっているまちづくりセンターと
連携した事業を企画することで、住民同
士の顔が見えるまちづくりを進めていき
たいです。

これまでも自治会で取り組んでいた様々
な活動を基本として、地域のコミュニティ
維持や活性化を一層進めるため、2011
年「市木地区まちづくり推進委員会」を
発足しました。自治会がしっかりと機能し
ていた市木地区では、組織のスリム化の
ため2022年度より推進委員会と自治会
が統合し「ふる里市木」を結成。高齢化
率が高い地区ならではの課題解決に向
け、住民が安心して暮らせるまちづくりに
取り組んでいます。

地域住民の健康づくりや交流を目的とし
た約20年続くウォーキングイベントで
す。市木地区内にある来尾（きたお）地区
の集会所をスタート・ゴールとし、美しい
棚田風景を満喫しながら歩くコースと、
傾斜が続く県道をひたすら登るチャレン
ジコースを設けています。地区内だけで
はなく浜田市内全域に広報を行うこと
で、毎年他地区からも参加者がある恒例
イベントとなっています。
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市木地区では、毎年6月中旬から下旬に
かけて、たくさんのホタルを観ることがで
きます。河川沿いに観賞路を整備し、わず
かな誘導灯で足元を照らしています。コ
ロナ禍前は、神楽や演芸などのステージ
発表後に、ホタルを鑑賞する「ホタル祭
り」を開催していましたが、2022年度は
浜田市街から「ホタルバス」を運行。ホタ
ルの里として今後も活動を継続していき
ます。
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ホタルを毎年見に来て
います。ここのホタルは
1000匹以上いると言
われていて、その風景は
とても幻想的です。
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